
知立市にじいろニコニコ
ネットワーク会議

令和７年９月11日

知立市役所　健康増進課

　　　　　　子ども課
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資料



１　あいさつ

２　自己紹介

３　会長選出、副会長指名
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４　議題

（１）知立市にじいろニコニコ事業とは
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知立市にじいろニコニコ事業とは
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妊娠期からの切れ目のない子育て支援体制（参考資料２）



知立市にじいろニコニコ事業とは

5

地域の関係機関との連携

母子保健機能 基本型



知立市にじいろニコニコネットワーク会議とは

にじいろニコニコネットワーク会議・実務者会議
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にじいろニコニコ

ネットワーク会議

実務者会議

個別ケース検討

• 母子保健及び子育て支援の組織の代表
者等により構成

にじいろニコニコネットワーク会議（年１回）

• 保健センター・子育て支援センター・
児童相談の組織の実務者により構成

実務者会議（月１回）

• 個別ケースの支援担当者等で検討

個別ケース検討（随時）



（２）知立市の人口・出生の状況
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知立市の人口の状況

将来推計人口

8総人口は令和12年までは増加を続けるが、令和32年には68,603人となると推計。

資料：第７次知立市総合計画



知立市の出生の状況

出生数・出生率の推移

9
出生数は増減して推移しているが、令和４年の出生数は平成26年以降最も低い値と
なっている。

資料：愛知県衛生年報

(人) (人口千対)



知立市の出生の状況

県内他市との出生率の比較
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■合計特殊出生率（2018～2022年平均）

　・知立市：1.64（県内　第4位）
　
　（参考）
　　愛知県平均：1.44
　　全国平均：1.33

市　名 出生率

清須市 ９．０

日進市 ８．９

刈谷市 ８．５

長久手市 ８．４

大府市 ８．２

知立市 ８．０

■県内出生率上位市（2023年）



（３）にじいろニコニコ事業報告
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令和６年度にじいろニコニコネットワーク
会議のふりかえり
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前回会議の内容（令和６年10月３日開催）
家庭で求められる「父親」の役割とその課題について

・夫婦でがんばっている核家族が増えており、支援の必要なご家庭も増えている。

・父親も頑張っている。育休取得率が高くなってきており、育児参加の機会も増えている。
　母親の代わりに父親が仕事から帰宅後、家事をこなすなどの役割が多くなってきており、
　大変になってきている。

・父親も母親も話を聴いてくれる人がいると心が軽くなるのではないか。

・コロナ禍により父親の立ち合い出産等も制限されたこともあり、父親の妊娠出産について
　の知識不足を感じることもある。細やかな教育が必要だと感じる。

・男性の役割は継続的に続くものである。長期的視点での役割を講座等で発信してほしい。
（男性委員より）



令和６年度にじいろニコニコネットワーク会議以降の
新たな取り組みについて（保健センター）

パパママクラスの実施・近年の参加状況
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パパママクラスの内容変更

・令和６年度　年14回実施
・家族（主に夫）の参加が近年増加している

（パパママクラス内容）
・沐浴・おむつ替えなどの育児体験
・産前・産後の健康維持について　など

・父親のメンタルヘルスについての内容を追加
　（令和７年度より実施）

パパママクラスの参加人数
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令和６年度にじいろニコニコネットワーク会議以降の
新たな取り組みについて（子育て支援センター）

地域子育て相談機関について

　利用者にとって敷居が低く、子育て世帯との接点を増やすことにより、子
育て世帯の不安解消や状況把握の機会を増やすことを目的として、令和６年
度より中央子育て支援センターと南子育て支援センターに整備した。

地域子育て相談機関の周知方法について

・３．４か月健診時
・子育て支援センター来所時
・ＳＮＳでの発信



子育て支援センター(地域子育て相談機関）の相談件数・内容について
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令和６年度の相談件数は９６７件　

基本的生活習慣について  229件

発育･発達について  199件

医学的問題に関すること  34件
生活状況について  67件

育児方法について  108件

相談者本人に関すること  62件

育児機関について

235件

その他  33件

このうちおもちゃ図書館
から相談につながった件

数は61件
幼稚園・保育園
に関すること

１３２件

父親からの
相談１件

令和６年度にじいろニコニコネットワーク会議以降の
新たな取り組みについて（子育て支援センター）



令和６年度「パパころころ」の開始
　家庭の子育ての力の向上を目的とし、父親と２～７か月のお子さんを
対象に「パパころころ」を年６回開催した。８月より、父が申込を行い
やすいようにオンライン申請を開始した。
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Ｒ６年度 参加人数 父初来所 母親 オンライン申込

　４月 　８組２１人   ４人 ５人

　６月 １１組２９人   ９人 ６人

　８月 １０組２５人   ５人 ５人 ４組

１０月 　９組２５人   ６人 ６人 ６組

１２月 １０組２６人   ７人 ６人 ３組

　２月 １２組３２人 １１人 ８人 　１０組

令和６年度にじいろニコニコネットワーク会議以降の
新たな取り組みについて（子育て支援センター）



令和７年度「パパころころ」の事業予定
　令和７年度も年６回（偶数月）土曜日の午前に開催予定。
６月は男性の講師を招き、父親同士の座談会を行った。
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６月２１日パパころころの様子
Ｒ７年度 参加人数 父初来所 母親 オンライン申込

　４月 １４組３８人 ９人 １０人 １０組

　６月 １２組３２人 ７人 　８人 ７組

趣味や育児の話をし、父親
同士のコミュニティ作りの
大切さを感じた。

令和６年度にじいろニコニコネットワーク会議以降の
新たな取り組みについて（子育て支援センター）



父親への支援に関する情報共有

各所属の「父親への支援」に関する取り組みの情報共有
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メモ（当日ご意見をいただきます）

・各所属の取り組み内容の情報提供をお願いします。



令和６年度にじいろニコニコネットワーク会議
分科会（周産期）報告

分科会（周産期）の内容（令和６年12月19日開催）
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各機関における産後支援

・産後「赤ちゃんが寝ない」という相談が多いが、寝ないのが普通。寝ないときにはどうし
　たらよいかという話を妊娠中にしておく必要がある。新生児のことを具体的に伝えないと
　いけない。

・入院中は産婦の体力の回復を優先するので、すべてを指導できる時間がない。産むのが
　ゴールで予備知識がない人もみえる。入院中だけでは教育・支援が足りていない感覚はある。

産後のメンタル不調

・心配な症状があれば受診につなげてほしい。気になるケースについて情報連携は可能。
　発信しやすい働きかけや拾う仕組みを作っていくことも必要。
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令和６年度分科会以降の新たな取り組みについて

・要支援妊婦に対し、妊娠届出時・妊娠５か月頃・妊娠８か月頃にリスクアセスメン
　トチェックを実施。
・アセスメントの結果、うつ症状・過度の育児不安等、妊娠中からの支援が必要な
　際に、産院・心療内科等に連絡し、妊娠中より連携して支援を実施。

　産前からの病院への情報共有と連携の強化

・対象：３．４か月児健診に来所した保護者
・内容：気分の落ち込み等に対する問診項目を追加、必要に応じて支援を実施。

　３．４か月児健診でのうつ症状に対するスクリーニング項目追加
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・毎週木曜日に「マタニティサロン（仮）」を開催
・場所：知立市保健センター
・対象：おおむね妊娠８か月以降の妊婦
・内容：出産・育児に向けての情報提供、妊婦同士のつながりづくりの場、産後の
　子育て支援センターの利用のきっかけづくり、希望者に個別相談・個別支援

　マタニティサロン（仮）について検討

令和６年度分科会以降の新たな取り組みについて



産後メンタルヘルスの取り組みに関する
情報共有

各所属の「産後メンタルヘルス」に関する取り組みの情報共有
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メモ（当日ご意見をいただきます）

・各所属の取り組み内容の情報提供をお願いします。



（４）にじいろニコニコ実務者会議
報告・意見交換
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知立市にじいろニコニコ実務者会議の位置づけ

知立市にじいろニコニコネットワーク会議実施要綱　第７条

内容

目的 個別事例における実務担当者による定例的な情報交換及び
実務担当者による各事例の対応についての検討

開催頻度 毎月１回程度

構成 保健センター・子ども課・子育て支援センター・児童セン
ター等

検討事例数 令和６年度　53件
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にじいろニコニコ実務者会議報告（１）

初産婦・経産婦の割合
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第1子

91%

第2子

9%

核家族の割合

核家族

94%

同居

6%

会議にあがった家庭の属性（53件）

・初産・核家族の家族構成が多い



にじいろニコニコ実務者会議報告（２）
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母の実家の場所父の実家の場所

市内

19%

県内他市

44%

県外

35%

海外

2%

市内

8%

県内他市

57%

県外

31%

海外

4%

・知立市に転居してきた人が多い傾向がある
・父・母の約３割は実家が県外であり、実家のサポートが得られにくい状況



にじいろニコニコ実務者会議報告（３）

27

支援開始時期

会議にあがった家庭の傾向（53件）

・最も多い時期は生後０～２か月

・次に多い時期は１～２歳

妊娠中

13%

生後0～2か月

38%
生後3か月～１歳

15%

1～2歳

24%

2～3歳

4%

就園中・就学中

6%



にじいろニコニコ実務者会議報告（４）
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生後０～２か月の支援内容 １～２歳の支援内容

保護者のメンタル

ケア

35%

育児不安

25%

育児手技

15%

児の発達（身体）

10%

虐待疑い

10%

その他

5%

児の発達

（精神）

84%

児の発達

（身体）

8%

児との関

わり方

8%

・保護者のメンタルケア（うつ症状）や
　育児不安（授乳等）に対する支援が多い

・児の発達（言葉の伸び・動きの多さ等）
　に対する支援が多い



５　連絡事項

知立市こども家庭センター設置について
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知立市こども家庭センター設置について

知立市こども家庭センターの体制（令和７年４月より）
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すべての妊産婦、子育て世帯、
子どもの相談に対して、関係
機関と連携しながら、個々の
ケースに応じた一体的な支援
を行う。

一体的な
支援を
実施


